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１．序論
授業支援システムは情報通信技術（ICT）
を活用した代表的な教育情報システムである。
本学でも導入時期や利用目的に応じていくつ
かの授業支援システムが利用されている。２０１３
年度現在で本学の総合情報センターと情報シ
ステム課が管理・運用している授業支援シス
テ ム と し て，CEAS／Sakai，Ub！Point，
Moodle，WebTubeの４つがある。ただし，
Ub！Pointは既に今年度限りで利用廃止の予
定である。CEAS／SakaiとMoodleは一般的
な授業科目や演習科目またオンライン遠隔教
育で利用できるが，WebTubeは語学教育の
CALLシステムと連携して利用されている。
本学では授業支援システムの全学的な利用
に向けて，２００４年度から CEASの試験運用
が開始され，２００６年度から本格的に正規授業
科目の利用に提供されてきて（１，２），現在まで
継続的に活用されている。当初の CEASは
オンライン遠隔教育としての大学認定条件を
満たしていなかった為，複数の学部・学科や
専修コースでは，他大学との共同プロジェク
ト等に参加してのオンライン遠隔教育に対応
した授業支援システムを利用してきたし，こ
れらは現在も継続している。特に，短期大学
部英文学科では特色 GPや現代 GPの支援を
受けて，Moodleを利用してオンデマンド型
の遠隔教育も実施し，開発された教材は協定
する他大学にも提供されている。
２０１３年度から，従来のCEASはCEAS／Sakai
連携システム（３）に更新され，オンライン型の
遠隔教育としての要件を満たす授業支援シス
テムとなっている。本稿では，この更新年度
における CEAS／Sakaiの利用状況を把握し，
昨年度の CEASの利用状況との比較を行う
こと，それによって授業支援システムの活用
を推進するためのヒントなどについてまとめ
る。CEASの過去９年間の利用実績の分析等
については，今後の課題としたい。
な お，Sakaiと は，Sakai Foundationと
Sakai Commuityが運営・開発するソフトウェ
アの Sakai CLEの意味として使っている。
２．CEASの目的と特徴
CEASは，対面型の集合教育を主な対象と
して教員と学生の授業と学習に関する諸活動
を統合的に支援することを目的としたシステ
ムである。
CEASの目的と特徴は，開発責任者の関西
大学によると（３），
「CEASは，対面型の集合教育を主な対象と
して教員と学生の授業と学習に関する諸活動
を統合的に支援することを目的としたシステ
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ムです。CEASでは，授業資料などのコンテ
ンツを，毎回の「授業」に割付ける画面（授
業実施画面）を中心にシステムが作られてい
るので，
 コンテンツの作成・登録・割付の作業の
流れが分かりやすい。
 学期末に授業ごとの授業に関する成績な
どのデータを集約するのが容易である。
 科目や履修データを管理する教務システ
ムとの連携が容易である。
といった特徴を備えています。 この特徴は，
学習の管理を中心においた従来の LMS（学
習管理システム）や eラーニングシステムと
の大きな違いです。」
と説明されている。
CEASは関西大学でも２００４年度より全学を
対象に運用されており，その機能は以下のよ
うに少しずつ改良され，拡張されてきた。
 CEAS２系
授業資料掲載，レポートやアンケート機能，
小テスト作成や一斉実施機能，電子掲示板や
お知らせ，FAQの機能，出席管理機能など，
「授業と学習（予習・復習）のサイクル形成」
に必要な支援機能を有する。
 CEAS３．０系
レポート返却機能，採点や出席表のアップロー
ド機能などの機能が追加されている。
３．CEAS／Sakai の目的と特徴
CEAS／Sakai（３）は，CEASと Sakai CLEを
組み合わせたソフトウェアで，開発責任者は
関西大学である。CLEは Collaboration and
Learning Enviromentの略称である。CEAS
については前節で述べたので繰り返さない。
図１に CEAS／Sakaiの担当者 TOPページ
（CEASのユーザインターフェイス）を示す。
Sakai CLE（４）は 米 国 Sakai Foundationが
提供する教育機関での教授，学習および学術
的な共同作業を支援するプラットフォームで
ある。ICTを活用した教育システムの開発
研究のためのコミュニティ活動を支援する機
能も備えている。
CEAS／Sakaiは，教育と学習を統合的に支
援することを目的とし，CEASが提供する授
業支援型ユーザインターフェイスを変えずに，
Sakai CLEが提供する機能を利用できるよ
うにデザインされている。
CEAS／Sakai連携システムとして拡張され
た機能は，CEAS３系の機能に加え，以下の
ものである。
 CEAS／Sakai
SCORM学習教材利用・管理機能，トピッ
ク（フォーラム）利用・管理機能，Wiki機
能などが「CEAS３系の授業支援型ユーザイ
ンターフェイス」で利用できる。なお Sakai
が有するその他の機能は，Sakaiのユーザイ
ンターフェイスで利用できる。
Sakaiシステムの SCORM学習教材利用・
管理機能との連携によってオンライン型の遠
隔教育が可能になる。Wiki機能とフォーラ
ム機能は授業グループのコミュニケーション
による協調学習を支援できるもので，CEAS
２系までの電子掲示板とチャット機能に替わ
るものである。
 CEAS／Sakaiの構成
CEAS／Sakai１．０は，CEASバージョン３
系とバージョン２系の Sakai CLEのツール
を組み合わせた構成になっている。両者は
Webサーバ，JSP（Java）サーバ，データベー
スサーバ等を分散し相互接続するWebアプ
リケーションのサービス方式により連携して
いる。
４．CEAS／Sakai の利用状況
２０１３年度から正式に運用開始された CEAS
／Sakaiシステムには，本学のすべての専任
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学部 集中 前期 後期 通年
文 １ ９ ８ ２
経済 ２ ２５ ２０ ２０
社会福祉 ０ ２０ １５ ９
短期大 ０ ０ ０ ０
非常勤 ０ １９ ２２ ３
小計 ３ ７３ ６５ ３４
学部 教員数
文 ２
経済 １５
社会福祉 ９
短期大 ０
非常勤 １４
小計 ４０
教員（学長やチャプレン等を含めて）が利用
者として登録されている。そのため利用実績
を把握するには，システムが管理する各種の
コンテンツ情報を精査する必要がある。著者
は，総合情報センター長と情報システム課長
の許可を得て，CEAS／Sakaiシステムの履修
環境管理者のユーザアカウントを利用できる。
この履修環境管理者とは，CEAS／Sakaiは
Webアプリケーションであるので，登録さ
れたコンテンツ情報に限定してアクセス権限
を持つ準システム管理者である。
また，学生については情報システム課によっ
て年度当初にすべての正規学生の登録が行わ
れる。
まず，本年度の CEAS／Sakaiに登録され
た授業科目の集計表は以下（表１）のように
なっている。集計された授業科目には，通常
の講義科目，演習科目，実習・実験科目など
正式科目をすべて含めてある。表は授業科目
を学部別，開講時期別にクロス集計したもの
である。非常勤講師の担当科目は学部別とは
分けて集計した。
２０１３年度登録科目数は２０１３／１０／３０現在で，
合計１７５科目となっている。
表１ ２０１３年度登録科目数（２０１３／１０／３０現在）
次に，担当科目を CEAS／Sakaiに開設し
ている教員数を学部別に以下（表２）に示す。
ここでも非常勤講師の利用者数を学部別とは
分けて集計した。
専任教員が２６名で，内訳は文学部２名，経
済学部１５名，社会福祉学部９名であり，非常
勤講師が１４名となっている。
表２ ２０１３年度利用教員数（２０１３／１０／３０現在）
次に，登録されている授業コンテンツの個
数の集計表を以下（表３）に示す。開講時期
別に，登録資料から FAQ回答までの目的別
にクロス集計したものである。後期はまだ途
中（１０月３０日まで）であるので，後期末の
「後期」科目と「通年」科目に登録されるコ
ンテンツ数はそれらの倍以上になるものと推
定される。
表３ ２０１３年度目的別登録コンテンツ数
（２０１３／１０／３０現在）
表３のコンテンツ数を表１の対応するセル
位置の科目数で除算すれば，１科目当りの登
録コンテンツ数（表４）を算出できる。CE
AS／Sakaiにおける登録資料は，担当者が作
成したWord，Excel，PowerPoint，PDF等
の資料のファイルである。表４によると，１
科目に登録されている登録資料，レポート課
題，出席情報（回数）が，平均でそれぞれ，
１５．４，４．３，７．０であることが分かる。この１
科目当りの平均値はかなり活用されていると
評価できるものであろう。
集中 前期 後期 通年 計
登録資料 ０ １１２７ ５２９ ２８７ １９４３
複合式テスト ７ ２ ９
記号入力式テスト １０ ９ １９
レポート ３１２ １１６ ９４ ５２２
アンケート ２５ ７ ４１ ７３
トピックス １ １
登録 URL ５９ ５３ ４３ １５５
出席情報 ５１０ １９８ ３０９ １０１７
お知らせ ３ １２５ ３０ ８７ ２４５
FAQ回答 ２６ １４ ６ ４６
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学部 集中 前期 後期 通年
文 １ ７ １０ ６
経済 ２ ２９ ２８ １６
社会福祉 １ １９ １２ ９
短期大 ０ ０ ０ ０
非常勤 ０ １４ １９ ３
小計 ４ ６９ ６９ ３４
学部 計
文 ４
経済 １６
社会福祉 ９
短期大 ０
非常勤 １１
小計 ４０
表４ ２０１３年度目的別登録コンテンツ数の１
科目平均（２０１３／１０／３０現在）
５．２０１２年度のCEASの利用状況
２０１２度の CEASに登録された授業科目の
集計表は以下（表５）のようになっている。
授業科目の集計方法は表１と同様である。
２０１２年度登録科目数は２０１３／９／３０現在で，
合計１７６科目となっている。なお，CEASの
運用方針では，過年度１年分については教員
の便宜と学生からの成績紹介に対応するため，
登録コンテンツを保存している。
表５ ２０１２年度登録科目数（２０１３／９／３０現在）
次に，担当科目を CEASに開設している
教員数を学部別に以下（表６）に示す。ここ
でも非常勤講師の利用者数を学部別とは分け
て集計した。
専任教員が２９名で，内訳は文学部４名，経
済学部１６名，社会福祉学部９名であり，非常
勤講師が１１名となっている。
表６ ２０１２年度利用教員数（２０１３／９／３０現在）
６．議論と結論
授業支援システムが CEAS２系システムか
ら CEAS／Sakai連携システムに更新された
今年度の１０月時点で，新システムの利用状況
を昨年度の旧システムの利用状況と比較する
ために，いくつかの利用統計データを集計し
た。
まず，教員の利用者数，学部別内訳，専任
と非常勤の内訳などについては，特に大きな
変動は見られない。専任教員ユーザが少し減
少しているが，退職や新規採用による教員ユー
ザの入れ替えがある程度である。
具体的に，教員ユーザ数は２０１２年度に２９
名，２０１３年度（１０月３０日現在）に２６名である。
非常勤講師の利用数が伸びているのは教材配
布やレポート機能などの対面授業を補完する
機能が評価されているからであろう。
目的別の登録コンテンツの利用状況につい
ては，２０１３年度は２０１２年度と比べて１科目当
りの登録数がやや少なめである。特に形式の
変更がある２つのテストやトピックス機能の
利用が少ない。これはまだ新しいシステムに
慣れていない為であろう。その傍証として，
教員の教材配布の中心となる登録資料につい
てはシステムの更新年度の２０１３年度前期科目
については昨年度と殆ど同程度になっている
ことを指摘しておく。
本来ならば各年度について集計可能なすべ
てのデータを示して，かつ多年度にわたる利
用実績について分析，また他大学との比較等
が必要であるが，それらについては２０１３年度
の利用終了を待って今後の課題としたい。
集中 前期 後期 通年
登録資料 ０．０ １５．４ ８．１ ８．４
複合式テスト ０．１ ０．０
記号入力式テスト ０．１ ０．１
レポート ４．３ １．８ ２．８
アンケート ０．３ ０．１ １．２
トピックス ０．０２
登録 URL ０．８ ０．８ １．３
出席情報 ７．０ ３．０ ９．１
お知らせ １．０ １．７ ０．５ ２．６
FAQ回答 ０．４ ０．２ ０．２
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付録
図１ CEAS／Sakai の担当者 TOPページ（CEASのユーザインターフェイス）
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図２ CEAS／Sakai の担当者「マイワークスペース」ページ（Sakai ユーザインターフェイス）
図３ CEAS／Sakai の担当者「コース（科目）別」サイト（Sakai ユーザインターフェイス）
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［Abstract］
Present Status of User Statistics of CEAS/Sakai System
Updated from Former CEAS System
Toshiyuki KATAYAMA
CEAS/Sakai is a Course Management System（CMS）and a Computer Supported
Collaborative Learning System（CSCL）. The CEAS/Sakai is licensed under the Educational
Community License, an open source license. It is made from CEAS version 3 and Sakai
CLE, both have been developed for aiming academic use. This year a CMS of our
university was updated to the CEAS/Sakai 1.0 system from the former CEAS system of
version 2.2. The situation of utilization of the new and old system is evaluated using
statistical data of users and registered teaching contents, such as handout, test（quiz）,
report, FAQ, announcement. Some trends in use by our professors are observed, and then
some discussions for extending users and future useful uses of those CMS systems are
given.
Key words： eLearning system，CEAS，CEAS／Sakai，system renewal year，user statistics
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